
1 
 

学生の確保の見通し等を記載した書類  

 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

1)定員設定の考え方 

2027（平成 39）年に創設 100 周年を迎える立命館大学文学部（以下、「本学部」とい

う）は、これまでの歩みのなかで、人間の営みのすべてにかかわる学である「人文学」

の、伝統的な学問分野を尊重しつつも、新しい学問分野と新たな学び方の開拓にも積極

的に取り組んできた。 

本学部の定員は、以下に述べる、社会的ならびに政策的動向、私立大学の当該分野を

取り巻く一般的な志願状況、本学部の当該分野の志願状況、独自に行った高校生などへ

のアンケート結果、および教育研究の充実の観点から、2020 年度（平成 32）年度から入

学定員を 55 名増員して 1,035 人、収容定員 4,140 人とした。 

入学定員および収容定員の設定にあたっては、以下の 2)にその根拠を示すとともに、

次頁イにおいては、客観的データとして、本学部が独自に実施したアンケートの分析結

果を述べ、これらの定員充足の見込みを前提として、募集人数の妥当性と受験生確保の

見込みを総合的に勘案した。 

2)定員充足の見込み 

     本改革の背景をなす社会的ならびに政策的動向としては、大学教育において、一層の

国際化の実践が求められている点を挙げなければならない。特に立命館大学は、文部科

学省が 2009（平成 21）年度以降進めた、国際化拠点整備事業（グローバル 30）、また

2014（平成 26）年度以降は、スーパーグローバル大学支援事業に採択され、その社会的

使命はきわめて大きい。なかでも本学部は、この間、教育の国際化に特に注力し、教学・

研究のグローバル化を進めてきた実績を持つ。その成果の具体例が、エリアスタディ実

習等の海外実習プログラム（中国、韓国、マレーシア、シンガポール、イタリア、アメ

リカ、カナダ等で展開）である。なかでも、キャンパスアジア・プログラムは、本学部

教学国際化の象徴であり（2017（平成 29）年 3月にあった「文部科学省 平成 23年度 大

学の世界展開力強化事業」の事後評価では最高の S評価を獲得）、2017（平成 29）年度

からは教育の質的進化を伴う常設の国際プログラムとして再始動した。今次の 2020（平

成 32）年度改革においては、こうした成果を踏まえつつ、さらに一層の(ⅰ)国際化の推

進、(ⅱ)学部横断型の学びの強化、を掲げ、(ⅰ)の主要な柱として、「国際コミュニケ

ーション学域」の新設（半数の科目が英語開講、高度な英語コミュニケーション能力を

持つ人材の養成、小学校での英語必修化に対応した高いレベルの英語科教諭の育成）、「言

語コミュニケーション学域」の新設（日本語教員養成プログラムの強化、日本語を学び

たい留学生の受け皿）を策定した。今日求められている国際化とは、「国際コミュニケ

ーション学域」の中核をなす英語学習、「言語コミュニケーション学域」の中核をなす

日本語教授、の両輪によって実現すると考えられ、その実践こそが国際的発信力の強化

へとつながるはずである。また本学部の教育が国際観光都市・京都を拠点として行われ
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ることは、このことの実現にとって、非常に大きな強みになると考えられる。 

     次に、私立大学の当該分野を取り巻く一般的な志願状況から述べる。直近の予備校調

査によれば、2018（平成 30）年度の私立大学の志願者数は、2017（平成 29）年度の 3,379,352

名から、前年比 107％の 3,632,149 名へと増加し、学部別では文系の人気が高く、文・

人文学部系で前年比 110％、社会・国際学部系で 111％、法学・政治学部系で 106％、経

済・経営・商学部系で 112％となっており、私立大学文学部は全国的にも堅調を維持し

ている（資料１）。ところが 2019（平成 31）年度入試の動向については、2018（平成

30）年 10 月時点で、前年度の同一模擬試験比で私立大学志願者が 96％と微減傾向にあ

る現況が、予備校によって開示されている。ただし、そうした中でも、文・人文学部系

に関しては、前年比 97％と健闘し、社会・国際学部系の 96％、法学・政治学部系の 96％、

経済・経営・商学部系の 94％を上回る数値を示している（資料２）。このように、文学

部へのニーズは、世相や流行の高下に影響されない安定性を保っており、競合する国際

学部系もほぼ同傾向であることから、国際化を前面に打ち出した今次の本学部改革は、

私立大学の志願状況の観点からも、充分な条件のもとにある、と考えられる。 

 次に本学部の当該分野の志願状況であるが、まず一般入試の志願者動向を、競合する

近隣私立大学、また私学事業団調査と比較すると、2014（平成 26）-2018（平成 30）年

度の過去 5 年間において、募集人員の 11 倍を超える 10,681～11,233 名という、十分な

志願者数を安定的に確保してきている（資料３）。すでに述べた通り、全国的に文学部

の志願者数はいずれも増加傾向を示しており、本学の潜在的な志願者も同様に増加して

いることが予測され、2020（平成 32）年度の志願者確保は現状以上が期待できるといえ

る。さらに留学生についても、2018（平成 30）年度より日本語能力試験の基準を厳しく

しているにもかかわらず、志願者は 2014（平成 26）年度 63 名、2015（平成 27）年度 112

名、2016（平成 28）年度 78 名、2017（平成 29）年度 128 名、2018（平成 30）年度 120

名と堅調に推移している。 

 以上のことから、従来より入学定員を 55名増員しても、問題なく定員充足可能と考え

る。 

なお、新設のグローバル教養学部グローバル教養学科（入学定員 100 人）において定

員超過率が 0.7 倍未満となっているが、同学部の入学定員は 9 月入学の募集人員を含む

ためであり（ただし学期ごとの入学定員は設けていない）、安定的な学生確保の見通し

があることから、定員設定は適切である（「立命館大学グローバル教養学部設置届出書」

平成 30 年 5 月 29 日参照）。 

また、国際関係学部国際連携学科（入学定員 25 名）も定員超過率が 0.7 倍未満となっ

ているが、同学科も学期ごとに定員を設けずに 9 月入学の募集人員を含み、同様に安定

的な学生確保の見通しがあることから、適切な定員設定となっている。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 前述の通り、過去 5年間における一般入試の志願者数は、最低でも 10,455 名となってお

り、入学定員を 980 名から 1,035 名に増員しても、定員充足それ自体に疑問の余地はない

が、今次の文学部改革が志願者動向にいかなる傾向をもたらすかを調査すべく、新設学域

に関して本学部独自のアンケートを行った（資料４、資料５）。これは、2018（平成 30）
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年 8月 4・5日に実施したオープン・キャンパスにおいて、文学部企画の参加者のうち、高

校生 2年生を対象として実施したものであり、以下その概要を示す。 

まずは興味のある文学部の学域について、全回答者 266 名の内 76 名（28.6%）が現・コ

ミュニケーション学域に「興味がある」と回答した。2020（平成 32）年度新設される国際

コミュニケーション学域及び言語コミュニケーション学域については、それぞれ、国際コ

ミュニケーション学域で「興味が湧く」「やや興味が湧く」と回答した人は 137 名（51.5％）、

言語コミュニケーション学域で「興味が湧く」「やや興味が湧く」と回答した人は 167 名

（62.8％）であった。 

いずれの学域においても、現コミュニケーション学域に「興味がある」と回答した人数

よりも多い人が「興味が湧く」「やや興味が湧く」とポジティブな回答をしており、これ

までコミュニケーション学域に関心のなかった層についても、新たに取り込めることが期

待される。 

総じて今次の新学域開設は、最終的に両学域を希望して志願する者にとどまらない、本

学部の新しい教学展開自体への期待を喚起しているものと考えられる。今後の広報活動に

より、さらなる志願者数の拡大も可能であり、定員充足の見込みは疑いないと考えられる。 

 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア 2018（平成 30）年度における取組 

今次の文学部改革では、「国際化」と「コミュニケーション力の強化」を推進すること

を柱としていることから、文学部の掲げるンセプトや教育プログラムを国内外に分かりや

すく広報することが重要である。 

この広報活動を進めるにあたり、本学の入試広報を実施する入学センター、一般的な学

園の広報を実施する広報課と連携して、下記の取組みを実施した。 

（ア）附属校、高大連携協定校を中心とする学部紹介・説明会を実施。質問の多くは留

学やキャンパス・アジアへ向けられたもので、国際化への関心の高さを確認できた。 

（イ）前述の通り、本学オープン・キャンパスでのアンケートを実施。 

 

イ 2019（平成 31）年度における取組予定 

2018（平成 30）年度の広報活動と同様に、学内関係部署との密接な連携のもとに組織的

な広報活動に取組む。大学案内パンフレットや大学の入試サイトへの掲載、ホームページ

のさらなる充実を図る。関連部課と緊密に連携しながら、本学部の開設準備に関わる教職

員も積極的に行動し、2020（平成 32）年度入学者確保に向けた以下のような取組みを行う。 

（ア）国内外の PR 活動 

a)  国内 

本学入学センターと連携して広報活動を計画中である。個別の高校訪問や、

各種の入試説明会に参加し、学生確保を目指す。中でも、特にターゲットとな

る高等学校・日本語学校については、学生確保に向けた高校との連携が必須の

ため、できるだけ早い段階から働きかけを行う。 
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b) 国外 

英語版ホームページの拡充を行う。世界 67カ国・地域の 450 大学・機関（2018

（平成 30）年 5 月 1 日時点、資料６）におよぶ、本学の協定校・機関のうち、

本学部と関係の深い大学・機関との連携を密にしながら広報を進める。 

 

(イ) 附属校との高大連携 

各校の教員と連携しながら、新高校 3 年生を対象とした入試説明会に加え、生徒の

保護者・教員を対象とした説明会を開催し（前年度の開催日程は、資料７）、本学部

に対する理解を全体的に深めながら、学生確保を目指す。2020（平成 32）年度以降の

入試については、入試と連動した高大接続教育の可能性を検討する。 

 

(2) 人材需要の動向等社会の要請 

 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

2020（平成 32）年度文学部改革に合わせ、2020（平成 32）年度からの本学部の人材育成目

的、教育目標及び 3 ポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ

ション・ポリシー）を、学部改革にも合致する形での修正を行い、各専攻のカリキュラム・

マップおよびカリキュラムツリーを作成した。 

本学部の新しい人材育成目的は、以下のように定めている。 

文学部は、人文学の諸分野の教育研究を通じて、世界の様々な文化や人間についての幅

広い知識を身につけ、広い視野のもと、人間や社会が抱える問題の究明・解決と、世界の

発展に主体的に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

 また、本学部の具体的な教育目標は、下記の通り設定する。 

(1)人間や世界の様々な文化について幅広い知識を身につけ、人文学の方法論を用いて理解

をすることができる（知識・理解） 

(2)現代・過去の社会や文化に対して多面的な関心を持ち、自らの見解を形成できる（思考・

判断） 

(3)個人や文化の多様性を認め、社会の一員として行動できる（思考・判断） 

(4)人間や文化について関心を持ち、自らの力で課題を設定し探求する意欲を持つ（関心・

意欲） 

(5)現代社会が抱える問題に対し、大学で学んだことをもとに主体的に解決しようとする態

度を持つ（態度） 

(6)自分の調査・研究の結果や、それらをふまえた自己の見解を、口頭あるいは文章や制作

物の形で表現することができる（技能・表現） 

以上を踏まえ、今次の改革で新たに予定している学域の人材育成目的・教育研究上の目的

は、以下の通りである。 

(ⅰ)国際コミュニケーション学域 

国際コミュニケーション学域では、現代社会が持つ根源的な問いに対する答えを模

索し、将来の世界を牽引する人材となるための知識や技能を身につけます。英語圏の
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文化と言語に関する諸科目や、それらと連携した学術英語（EAP, English for Academic 

Purposes）科目、短期・長期留学プログラムなどを通して、体系的な四年一貫教育を

受けることができます。現在の国際社会において大きな影響力を保持している英語圏

の文化に関する豊かな見識と英語に関する知識を身につけ、高い英語運用能力を養う

ことによって、将来、日英両言語を駆使しつつ広く国内外で活躍できる人材の育成を

目指します。 

 

国際コミュニケーション学域は従来の欧米地域に限らず広く英語圏を視野に入れ、その言

語と文化に関する専門的科目を置き、短期・長期の海外プログラムを充実させることにより、

グローバルに活躍できる人材の育成を目指す。特に 1 回生時から英語開講科目や英日バイリ

ンガル科目を開講し、海外プログラムや英語関連資格課程と合わせて、英語で研究・発信で

きる人材の育成を目指す。この学域には、英語圏文化専攻と国際英語専攻が設置される。専

攻名称が示す通り、前者は広く英語圏の文化と社会について学ぶことにより、英語によるコ

ミュニケーションの充実を図ることを企図しており、後者は、共通語としての「国際英語」

を前面に掲げて応用言語学に基づく教学を展開する。それにより英語教育に必要な知識と技

術を養うことで、将来の中学校・高等学校教員の育成に寄与する。 

(ⅱ)言語コミュニケーション学域 

《言語コミュニケーション学域》は、「コミュニケーション表現専攻」と「言語学・

日本語教育専攻」の 2 つの専攻で構成されます。学域名称に掲げる「言語コミュニケ

ーション」とは、皆さんがイメージする狭い意味でのことばのコミュニケーションだ

けを指すものではありません。英語や日本語などの個別言語に閉じることなく〈こと

ば〉の普遍的性質を明らかにする方法論としての「言語学」、そしてことばを用いて

ヒトが他者との共通基盤を生み出し、個々の〈やりとり〉を元に自己と他者との〈か

かわり〉を創発し共生社会の実現を可能にしていくことを可能にするための方法論と

しての「コミュニケーション学」、の 2 つの基幹教学を貫くキーワードです。こうし

た観点からこの学域では、「コミュニケーション・音声表現」「言語表現メディア」

「言語研究」「日本語教育」「異文化間コミュニケーション」といった、広くことば

とコミュニケーションにかかわる様々な分野を学び、各人が関心を持った具体的な研

究テーマについて分析や実践を究めることで、研究と実践の双方向的な学びを実現す

ることを目指します。修学を終え、無事に卒業できた頃には、現代社会で生き抜くこ

とのできる真の「コミュニケーション能力」を身につけることができるでしょう。 

言語コミュニケーション学域は、言語学とコミュニケーション学というディシプリンを土

台として、ことばとコミュニケーションについて専門的に学び、現代社会において生き抜く

ことのできる真のコミュニケーション能力を備えた人材の育成を目指す。ここには「コミュ

ニケーション表現専攻」と「言語学・日本語教育専攻」が設置される。前者では組織・医療・

スポーツなどの専門職コミュニケーションやことば・身振り・メディアといった領域を設定

し、コミュニケーションという現象の膨大な対象を専門的に分節化した上で実践知を獲得す

る教学を目指す。後者の専攻では、コミュニケーションの学問的基礎としての言語学に照準

し、その専門性に基づいて日本人及び外国人の日本語教育と異文化間コミュニケーションと

いう、資格と実践に結び付く教学を進める。なお、言語コミュニケーション学域に所属する
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学生の進路先として、言語教育情報研究科も想定される。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

ア 社会的・地域的な人材需要の動向 

実社会において「コミュニケーション能力」が最重視される時代に入った。俗に言う「コ

ミュ力」の時代である。文化庁が 2016（平成 28）年度に実施した「国語に関する世論調査」

が「コミュニケーション能力」を対象としたのも、それゆえであろう。一般的に就職と直

結しない学問分野と見られがちな文学部の学生が、本学にあっては実学系の他の文系学部

に遜色のない、89.3%という高い進路決定率を維持できているのは（2017（平成 29）年春、

資料８）、ディプロマ・ポリシーに「人文学を教育研究し、人間や世界の様々な文化につ

いて、幅広い知識と豊かな表現力を身につけ、人間と社会が抱える問題を究明し解決しよ

うとする人間を育成すること」を掲げて必修の卒業論文に取り組ませているからである。

論文をまとめ上げる過程で、情報収集能力、情報分析・問題発見能力、課題設定能力、問

題解決能力、論理的思考・説明能力など、社会人として必要な「知の基礎体力」を自然体

で身につけることが、本学部生のコミュニケーション力の源泉となっており、実社会での

ニーズと良好なマッチングが得られていると考えられる。 

新時代の到来という点では、いよいよ小学校での英語必修化の時代に入った。2013（平

成 25）年 5 月、「教育再生実行会議」第 3次提言に「小学校の英語学習の抜本的拡充、実

施学年の早期化、教科化、指導時間増」が盛り込まれ、同年 12月、文部科学省は初等中等

教育段階からのグローバル化に対応した教育環境作りを推進すべく、小中高等学校を通じ

た英語教育改革を計画的に進めるための「英語教育改革実施計画」を公表した。そして、

これらの計画のもと、2017（平成 29）年 3 月告示の「新小学校学習指導要領」において、

小学校中学年に外国語活動、高学年に外国語科が導入された。小学校における英語必修化

の動きは、疑いもなく次世代の英語力アップをもたらすであろうが、それを国際社会で通

用するコミュニケーション力へと鍛錬することは、まさしく高等教育機関である大学の責

務である。今次の本学部の定員拡充は、こうした人材需要に対応するためのものである。 

すでに本学には、初級で 12 ヵ国地域 18 プログラム、中級で７ヵ国地域 11 プログラム、

上級で 30ヵ国地域 133 プログラム、期間にして２週間から２年間まで、学生の志向に応じ

た多彩な海外留学プログラムが用意され（資料９）、本学部独自のものとしても、１週間

から１セメスターまでの６ヵ国地域 12 プログラムを用意しているが（資料 10）、カナダ

留学中に世界でも類を見ないギンダラの養殖を成功させ、輸出を試みるプロジェクトでの

インターンシップに参加して総合商社への就職につなげたり、地域観光をテーマに国際学

会で発表し、研究対象地の抱える農地の獣害問題を解決する支援活動で、地域の方々から

いただいた「ありがとう」の言葉に達成感を得たことを、就職先の選択につなげるなど、

在学中の留学や海外経験をライフ・デザインへと結実させた例が多く見られ（資料 11）、

「国際化」と「コミュニケーション力強化」を目指す本学部の定員拡充は、こうした動き

を一層推進していくためのものである。 

    一方、日本で学ぶ留学生も増え続けている。周知の通り、1983（昭和 58）年に策定され

た「留学生 10 万人計画」は 2003（平成 15）年に達成され、つづいて 2008（平成 20）年 7

月、文部科学省ほか関係省庁は、日本を、世界により開かれた国とし、アジア、世界の間
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のヒト・モノ・カネ、情報の流れを拡大する「グローバル戦略」を展開する一環として、

2020（平成 32）年を目途に、新たに「留学生 30 万人計画」を策定した。同計画のもと、

2018（平成 30）年 5月 1日現在の留学生数は 267,042 人となっている（資料 12）。この計

画が遂行される過程で、目下、高等教育機関で学ぶ留学生のみならず、日本語教育を必要

とする外国人労働者やその子弟が急増し、日本語学校や初等・中等教育段階での日本語非

母語話者への日本語教育に、積極的に取り組む必要性が急務となっている。 

また文化庁は、2018（平成 30）年３月に「日本語教育人材の養成・研修の在り方につい

て(報告)」を発表し、2000（平成 12）年の「日本語教育のための教員養成について」提示

以来 18年が経過していることから、大学等における教育・研究の進展や社会情勢の変化に

対応できていない、等の諸課題に対応すべく、「日本語教育人材に求められる資質・能力」

「日本語教育人材の養成・研修の在り方及び教育内容」を掲げ、改革に着手した。「日本

人及び外国人の日本語教育」を重点的に掲げる今次の本学部改革は、このニーズに対応す

るものである。 

 教育分野の人材拡充という点では、もちろん、能力の高い中学・高等学校の英語担当教

員の需要も依然として高い。文部科学省は、2003 年に策定した「『英語が使える日本人』

の育成のための行動計画」において示した各目標の達成状況についての調査を実施し、そ

の後も 2013（平成 25）年 6 月閣議決定した「第 2期教育振興基本計画」で示された、中学

生・高校生の英語力や英語担当教師の英語力の評価指標に基づき、継続的に「英語教育実

施状況調査」を実施してきている。今次の本学部改革は、この動向に対しても積極的に応

え得るものとした。 

 

イ 企業・関係機関等への採用意向調査等の客観的データ 

今次の本学部改革の強化ポイントである「コミュニケーション力」の要請について。2018

（平成 30）年 11 月、一般社団法人 日本経済団体連合会（経団連）が企業会員を対象に行

った「2018 年度 新卒採用に関するアンケート調査結果」（回答社数 597 社）によれば、

新卒採用市場において、選考にあたって特に重視した点として、82.4％の企業が「コミュ

ニケーション能力」を挙げ、16年連続第 1 位となっている（資料 13）。 

また、前述の 2016（平成 28）年度「国語に関する世論調査」（一般社団法人中央調査社

に委託された個別面接調査、有効回答数 2,022 人）によれば、「これからの時代，特に必

要だと思う言葉に関わる知識や能力は何か」という設問に対し、「説明したり発表したり

する能力」が 20.7％、「相手や場面を認識する能力」18.9％、「論理的に考える能力」10.7％、

「分析して要点をつかむ能力」9.8％が上位を占め、いずれも 2002（平成 14）年度の調査

より 3ポイント以上増加している（資料 14）。 

今次の本学部改革のもう一つの強化ポイントである「国際力」については、本学部とし

て人材育成に注力している、日本語教師、英語担当教員の採用状況について述べる。 

まずは日本語教育について。「国内の日本語教育の概要」（2017（平成 29）年度版）に

よれば、2017（平成 29）年 11 月現在の日本語学習者は 239,597 人とされるが、これに対

する日本語教師は 39,588 人に留まっている。しかも、日本語学習者の増加ペースに日本語

教師の増加率が追いついていないだけでなく、日本語教師のじつに 57.2％ をボランティ

アに依存していることが確認される（資料 15）。有給の日本語教師の不足については、上



8 
 

記の客観的データに明らかであり、「日本語教師の約 59％[原文ママ]がボランティアの限界

―在留外国人の日本語教育担い手不足懸念」として、2018（平成 30）年 3月 13 日の YAHOO! 

JAPAN ニュースでも大きく報道された。 

他方、能力の高い英語担当教員について。中学校 9,405 校、高等学校 3,369 校を対象と

した、文部科学省の 2017（平成 29）年度「英語教育実施状況調査」によれば、英語担当教

師のうち、実用英語技能検定（英検）準 1 級、TOEFL iBT 80 点、TOEIC 730 点以上など、

外部試験で国際基準 CEFR（Common European Framework of Reference for Languages: 

Learning, teaching, assessment）B2 レベル相当以上のスコアを取得している者は、中学

校で 33.6％（資料 16）、高等学校で 65.4％（資料 17）となっている。いずれも調査が開

始された 2013（平成 25）年度以降、順調に伸びてきているものの、「第 2 期教育振興基本

計画」の目標値である、中学校 50％、高等学校 75％にはいまだ到達していない。したがっ

て高い英語力を備えた英語担当教師の、一層の採用が求められていることが、客観的デー

タに明らかである。 

                                      以 上 

 

 

＜添付資料＞ 

資料１ 2018 年度入試を振り返る～私立大 全体概況 

資料２ 第３回全統マーク模試にみる 2019 年度入試の動向 

資料３ 文学部一般入試の志願者動向 

資料４ 新学域構想についての高校生・受験生アンケート調査票 

資料５ 新設構想についての高校生・受験生アンケート調査結果 

資料６ 立命館大学 協定校・機関 

資料７  2018（平成 30）年度附属校企画日程 

資料８ 立命館大学 2017 年度 進路決定状況 

資料９ 全学募集プログラム 

資料 10 各学部・教学機関の留学プログラム 

資料 11 卒業生・採用企業の声 

資料 12 平成 29年度外国人留学生在籍状況調査結果 

資料 13 2018 年度 新卒採用に関するアンケート調査結果 

資料 14 平成 28年度「国語に関する世論調査」の結果の概要 

資料 15 平成 29年度国内の日本語教育の概要 

資料 16 平成 29年度英語教育実施状況調査（中学校）の結果 

資料 17 平成 29年度英語教育実施状況調査（高等学校）の結果 

 



 

１．書類等の題名 

「「卒業生・採用企業の声」」 9 ページから 11 ページ 

２．出典 河合塾 Kei-Net ホームページ記事 

2018 年度入試を振り返る 私立大 全体概況 

３．引用範囲 

    https://www.keinet.ne.jp/dnj/result/18bunseki_03.html（全文） 

 

  



 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類 資料」12 ページから 13 ページ 

２．出典 河合塾 Kei-Net ホームページ記事 

第３回全統マーク模試にみる 2019 年度入試の動向 私立大全体概況 

３．引用範囲 

https://www.keinet.ne.jp/dnj/19/bunseki/03/19bunseki_02.html（全文） 

   



資料３ 文学部一般入試の志願者動向 

 

 

 立命館大学 同志社大学 関西大学 私学事業団調査※ 

2014 年度 11,233 名 4,050 名 10,073 名 281,937 名

2015 年度 11,513 名 3,671 名 10,408 名 283,368 名

2016 年度 10,871 名 3,712 名 9,033 名 287,498 名

2017 年度 10,455 名 4,305 名 9,792 名 305,973 名

2018 年度 10,681 名 4,375 名 10,707 名 337,616 名

※日本私立学校振興・共済事業団が「私立大学・短期大学等入学志願動向」として毎年公表している約 580 校の集計結果。 
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立命館大学文学部 

国際コミュニケーション学域／言語コミュニケーション学域 

新設構想についての高校生・受験生アンケート調査 

（対象：2018 年度現在、高校生の皆さん） 

立命館大学文学部は、2020 年 4 月、「国際コミュニケーション学域」と「言語コミュニケーション学域」の新設を

構想しています。このアンケート調査を通して、大学進学を希望する高校生・受験生の皆さんから意見をお聞きし、構

想内容に反映したいと考えています。回答いただいたデータは、「国際コミュニケーション学域」および「言語コミュ

ニケーション学域」の新設に係る統計資料としてのみ活用いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
域
概
要 

開設時期：2020 年 4 月（予定） 

開設場所：立命館大学衣笠キャンパス 

修業年限：4 年 

養
成
す
る
人
材 

(1)人間や世界の様々な文化について幅広い知識を身につけ、人文学の方法論を用いて理解をすることができる 

(2)現代・過去の社会や文化に対して多面的な関心を持ち、自らの見解を形成できる 

(3)個人や文化の多様性を認め、社会の一員として行動できる 

(4)人間や文化について関心を持ち、自らの力で課題を設定し探求する意欲を持つ 

(5)現代社会が抱える問題に対し、大学で学んだことをもとに主体的に解決しようとする態度を持つ 

(6)自分の調査・研究の結果や、それらをふまえた自己の見解を、口頭あるいは文章や制作物の形で表現することができる

学
び
の
特
色 

＜国際コミュニケーション学域＞ 

 英語圏の文化と言語に関する諸科目や、それらと連携した学術英語

科目、短期・長期留学プログラムなどを通して、体系的な四年一貫教

育を受けることができます。現在の国際社会において大きな影響力

を保持している英語圏の文化に関する豊かな見識と英語に関する知

識を身につけ、高い英語運用能力を養うことによって、将来、日英両

言語を駆使しつつ広く国内外で活躍できる人材の育成を目指しま

す。  

＜言語コミュニケーション学域＞ 

 〈ことば〉の普遍的性質を明らかにする方法論としての「言語学」、こと

ばを用いてヒトが他者との共通基盤を生み出し、個々の〈やりとり〉を

元に自己と他者との〈かかわり〉を創発していくことを可能にするため

の方法論としての「コミュニケーション学」、の 2 つの基幹教学を貫くキ

ーワードです。この学域では、「コミュニケーション・音声表現」「言語

表現メディア」「言語研究」「日本語教育」「異文化間コミュニケーション」

といった、広くことばとコミュニケーションにかかわる様々な分野を学

び、各人が関心を持った具体的な研究テーマについて分析や実践を究め

ることで、研究と実践の双方向的な学びを実現することを目指します。

募集人数：国際コミュニケーション学域 120 名（予定）

言語コミュニケーション学域 80 名（予定）

取得学位：学士 

取得可能な資格：中学校・高校教員免許（英語）など 

取得可能な資格：中学校・高校教員免許（国語）、日本語教員など 

2020 年 4 月予定

収容定員に係る学則変更認可申請予定
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◆以下、該当する学年・性別・居住地に○を付けてください。 

学年 1.高校１年生  2.高校２年生  3.高校３年生  4.高校既卒 

性別 1.男子    2.女子 

居住地 
1.近畿圏内（大阪府、兵庫県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県）   

2.近畿圏外 

 

◆あなたの興味のある学問分野の番号に○をしてください（複数回答可）。 

1. 文学・史学・地理学       2. 哲学・心理学        3. 外国語学 

4. 国際関係学           5. 教育・教員養成       6. 法学・政治学 

7. 経済・経営・商学        8. 社会・社会福祉       9. 教養・総合分野 

10. 理学              11. 工学            12. 農・獣医畜産・水産 

13. 医学              14. 歯学            15. 薬学 

16. 看護学             17. 医療・保健学（看護以外）  18. 栄養学・家政・生活科学 

19. 体育・健康科学         20. 芸術            21. その他（       ） 

 

◆現在、あなたが興味を持っている学域は以下のどの学域ですか？あてはまるものを全て、お選びください。 

該当する番号に○をしてください（複数回答可）。 

1. 人間研究学域                    2. 日本文学研究学域 

3. 日本史研究学域                  4. 東アジア研究学域 

5. 国際文化学域                    6. 地域研究学域 

7. コミュニケーション学域              8. 興味のある学域は無い 

 

卒
業
後
の
進
路 

卒業生は、各学域での学びを活かし幅広い分野での活躍が期待されます。 

＜進路の例＞ 

●製造・流通・商社など 

●金融分野 

●サービス関連企業 

●中学校・高校教員（国語：言語コミュニケーション学域、英語：国際コミュニケーション学域） 

●日本語教員（言語コミュニケーション学域） 

●大学院進学 など

初
年
次
学
費
（
周
辺
主
要
大
学
含
む
） 

 

大学名／学部名
初年次納付金

（入学金・授業料等の合計）

立命館大学／文学部 ¥1,243,000程度を予定

同志社大学／文学部 ￥1,212,000～¥1,214,000

関西大学／文学部 ¥1,137,000

南山大学／人文学部 ¥1,252,300

明治大学／文学部 ¥1,294,000

※ 立命館大学文学部の学費は予定のものです。

※ 他大学の学費は各大学ホームページ掲載情

報です（平成 30 年 7 月時点）。 

※ いずれの大学も諸会費を含みません  

上記内容は構想中の内容であり、今後、変更となる場合があります。

＜以下、アンケートのご協力お願い致します。＞ 
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◆以下は「国際コミュニケーション学域」と「言語コミュニケーション学域」について、お伺いいたします。 

 

問１ あなたは自分の進学先を考えるにあたって、それぞれの学域にどの程度興味が湧きますか。 

該当する番号に○をしてください（各学域１つずつ選択）。 

   ※実際に進学したいと思うかどうかは問わず、まずは興味があるかどうかを考えてください。 

    

（１）国際コミュニケーション学域       （２）言語コミュニケーション学域 

1. 興味が湧く                    1. 興味が湧く 

    2. やや興味が湧く                   2. やや興味が湧く 

    3. どちらとも言えない                  3. どちらとも言えない 

    4. あまり興味が湧かない                 4. あまり興味が湧かない 

    5. 興味が湧かない                   5. 興味が湧かない 

 

問２ それぞれの学域について、受験することを検討することはありそうですか。該当する番号に○をしてく

ださい（各学域１つずつ選択）。 

 

（１）国際コミュニケーション学域       （２）言語コミュニケーション学域 

1. 候補の１つとして、検討する            1. 候補の１つとして、検討する 

2. 候補の１つとして、検討する可能性はある      2. 候補の１つとして、検討する可能性はある 

3. 候補の１つとして、検討する可能性はわずかにある  3. 候補の１つとして、検討する可能性はわずかにある 

4. 検討しない                    4. 検討しない  

 

 

問３ それぞれの学域にもし合格した場合、進学を検討しますか。該当する番号に○をしてください 

（各学域１つずつ選択）。 

 

（１）国際コミュニケーション学域       （２）言語コミュニケーション学域 

1. ぜひ進学したい                  1. ぜひ進学したい 

2. 進学を検討したい                 2. 進学を検討したい 

3. どちらかと言えば、進学を検討したい        3. どちらかと言えば、進学を検討したい 

4. 進学したくない                  4. 検討したくない  

 

問４ あなたは、それぞれの学域のどのような点が魅力的だと思いますか。あてはまるものを全て、お選びく

ださい。該当する番号に○をしてください（複数回答可）。 

 

（１）国際コミュニケーション学域       （２）言語コミュニケーション学域 

1. 充実した英語教育                 1. コミュニケーション表現専攻の教育内容 

2. 英語圏文化専攻の教育内容             2. 言語学・日本語教育専攻の教育内容 

3. 国際英語専攻の教育内容                    3. 日本語教員養成課程を履修できること 

4. 英語科の教職免許を取得できること                  4. 国語科の教職免許に興味があり、充実した学びができそう 

5. 授業の約半数が英語で行われること         5. 実践的にコミュニケーションを学べるところ 

6. 留学などグローバルな学び             6. 学びが就職活動に直結しそうなところ 

どちらの学域も「検討しない」を選択された方は問５へお進み下さい。 
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問５（問２で「検討しない」を選択した学域がある方のみご回答下さい） 

   あなたが設置構想中の「言語コミュニケーション学域」もしくは「国際コミュニケーション学域」の受

験を「検討しない」と回答された理由をお選びください。該当する番号に○をしてください 

（複数回答可）。 

 

（１）国際コミュニケーション学域 
   1. 興味・関心のある分野ではないから 

2. 興味はあるが、国公立大学への進学を強く希望しているから 

3. 興味はあるが、他の私立大学への進学を強く希望しているから 

4. 教学の内容に魅力を感じないから 

5. 通学が不便そうだから 

6. 学費が高いから 

7. 大学進学はしない（短期大学・専門学校に進学、就職を希望） 

 

（２）言語コミュニケーション学域 
   1. 興味・関心のある分野ではないから 

2. 興味はあるが、国公立大学への進学を強く希望しているから 

3. 興味はあるが、他の私立大学への進学を強く希望しているから 

4. 教学の内容に魅力を感じないから 

5. 通学が不便そうだから 

6. 学費が高いから 

7. 大学進学はしない（短期大学・専門学校に進学、就職を希望） 

 
 
 
 

設問は以上となります。ご回答ありがとうございました。 
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